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評 価 手 法 で あり ， 必ず し も 厳 密 な理 論 的背 景 を 持 つ もの で はな い ． 本 論 文 は ，













し，5 つのゾーンを設定することが妥当と結論づけている．  
 第３章では，表層地盤の地震応答特性を多層理論に基づいて評価・検討している．
現状では地盤応答特性を簡易に評価する際に，深度 30m までの平均 S 波速度（ VS30）を
用いた評価法が主に使われているが，経験則であるために理論的背景に乏しいという
問題がある．本論文は多層理論の一つである Normalized Energy Density (Goto et al., 
2011) の保存則に基づいて，最表層と基盤層の S 波インピーダンス比を用いた地盤応
答評価方法の性能を，数値実験により検討している．4 層から成る仮想地盤をランダム
に 10,000 モデル作成し，卓越周期が異なる 3 種類の入力波を用いて応答解析を実施し
た．入力波や伝達関数の周期特性に関係なく S 波インピーダンスが大きくなるにつれ
て増幅率が単調に小さくなること，また短周期成分が卓越した入力波の場合や，短周
期成分の影響が大きい指標（PGA 等）に対しては，S 波インピーダンスは VS30 よりも増





et al. (2010) の支配方程式を液状化現象に適用するためには，以下の 5 点を修正す
る必要がある． (1) 応力の影響を考慮しない運動学の式である． (2) 地盤応答解析で
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（続紙 ２ ） 
 

























  なお、本論文は、京都大学学位規定第１４条第２項に該当するものと判断し、公表 
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
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